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（取組の方針）
● 子どもたちが運動やスポーツに親しみ、体力が向上するよう、体育授業の充実と体力向上
に向けた学校の取組を推進します。

● 運動部活動が活性化するよう、指導者の指導力向上に取り組みます。
● 中学生・高校生の競技力の向上に取り組み、夢や目標の実現に向け、創造性やチャレンジ
精神を育むとともに、生涯を通じてスポーツに親しむ習慣を培います。

● 子どもたちが「する」、「みる」、「支える」といった大会への多様な関わりをとおして、スポー
ツへの関心が高まるよう取り組みます。

（３）心の教育の推進
近年、深刻ないじめやインターネットでの誹謗中傷、生命を軽視する事件が発生しています。
幼児期からの発達段階に応じた心の教育を行うことで、人権意識や規範意識を高めることが必
要です。

（取組の方針）
● 生涯にわたる人格形成の基礎である幼児期から、子どもたちに、将来、社会の一員として
よりよく生きるための基礎を培うよう取り組みます。

● 発達段階に応じた適切な指導を学校の教育活動全体をとおして行うことで、人権意識や規
範意識の向上を図ります。

（４）グローカル人材 35の育成
グローバル化が進む中、世界にあっても、地域にあっても、グローバルな視野を持つことが

求められています。教育においては、小学校中学年からの外国語活動の導入が検討されるなど
英語教育の強化が図られています。このような中、三重県の子どもたちに、異文化理解の精神、
主体性、積極性、語学力やコミュニケーション能力等に加え、郷土の文化に対する深い理解や
社会への参画と貢献に対する意欲・態度を育むことが求められています。

（取組の方針）
● 高い志を持ち、さまざまな課題に対して自ら考え挑戦し、立ちはだかる壁を乗り越え、未
来を切り拓いていく力である「主体性」を育みます。

● 郷土への愛着と誇りを持ちながら、それぞれのアイデンティティーを確立・確認し、それ
を心の土壌として、異なる文化・伝統に立脚する人びととも協働しながら共に成長し、未来
を創造していく「共育力」を育みます。

● グローバル化が急速に進展し、相互理解や国際協力等が求められる中、語学力、とりわけ
国際的共通語となっている英語によりコミュニケーションを図り行動する「語学力」を育み
ます。

● 県内に魅力ある仕事があることや社会参画に対する理解を深めることで、県内を基盤に活
躍し、社会に貢献しようとする意欲を育みます。

35 グローカル人材：グローカルとは、グローバル（地球的）とローカル（地域的）を組み合わせた造語。グローカ
ル人材とは、「地球的な視野で考えながら、自分の地域で活動できる人材」、「地域や異文化に対する深い理解を持ち
ながら、地球的な規模で活動できる人材」の意味で用いている。
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（５）特別支援教育の推進
発達障がいを含む特別な支援を必要とする子どもたちが増加していることから、早期からの

一貫した支援を行う必要があります。また、卒業後も地域の中で安心して暮らしていけるよう、
子どもたちの自立と社会参画のために必要な力を育む必要があります。

（取組の方針）
● 障がいのある子どもたちへの支援が早期から行われ、学校間で支援情報が引き継がれるよ
う、早期からの一貫した支援体制を推進します。

● 特別支援学校における計画的・組織的なキャリア教育を進め、一人ひとりの進路希望を実
現します。

● 特別支援学校の施設・設備の充実を図ります。

（６）誰もが安心できる学び場づくり
地震や風水害等の自然災害に備え、子どもたちの命を守るため、防災教育・防災対策を充実

していく必要があります。また、いじめ問題や貧困の連鎖等の課題をふまえ、子どもたちが安
心して学習できる環境を整える必要があります。

（取組の方針）
● 防災教育・防災対策を推進し、災害時の子どもたちの安全の確保を図ります。
● 子どもたちや教職員の安全を確保するため、学校施設の防災機能の強化を図ります。
● いじめや暴力を許さない子どもたちの育成と組織的な指導体制の確立を図ります。
● 家庭の経済的な環境や国籍等で子どもたちの将来が左右されることのないよう、実質的な
教育の機会均等化を図ります。

（７）地域に開かれ輝く学校づくり
子どもたちを取り巻く環境が大きく変化し、教育課題が多様化・複雑化する中で、学校だけ

でなく、社会全体で子どもたちを育てることが求められています。また、グローバル化の進展等、
社会の変化やニーズをふまえるとともに、子どもたちによる主体的な進路選択が可能となるよ
う、学校の特色化 ･魅力化を進める必要があります。

（取組の方針）
● コミュニティ・スクール 36 等の導入を推進するなど、保護者や地域住民が参画した学校運
営を推進します。
● 社会の変化や多様な学習ニーズに対応して、主体的な進路選択が可能となるよう、学校の
特色化・魅力化を進めます。

36 コミュニティ・スクール：23 ページ参照。
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（８）教職員の資質向上
近年の社会状況や子どもたちの変化等を背景に、学力や体力の向上、いじめや不登校への対

応、障がいのある子どもたちへの対応等、教育課題が多様化・複雑化しています。また、課題
の発見と解決に向けて主体的・協働的に学ぶ学習（いわゆる「アクティブ・ラーニング」）の充
実、ＩＣＴを活用したわかりやすい授業、道徳の教科化への対応、グローバル化に対応した英
語教育等が求められており、教職員はこれまで以上に、意欲や探究心を持ち、教職生活全体を
通じて学び続け、より専門性を高めていく必要があります。

（取組の方針）
● 子どもたちが「学ぶ喜び」、「わかる楽しさ」を実感するとともに、自ら課題を発見して、
主体的・協働的に探究し、成果等を表現していくことができるよう、教員の授業力向上に取
り組みます。

● 多様な教育課題に対応した教育を実践できるよう、教職員の専門性の向上を図ります。
● 教職員が学校の目標の達成や課題への対応等に意欲的に取り組むことができるよう、組織
運営体制を強化し、教育活動の質の向上を図ります。

118



第 

４ 

章

重
点
取
組

119























計
画
期
間
中
に
特
に
注
力
す
る
取
組

重
点
取
組

2�共に成長しながら新しい社会を創造する力の育成
①� 高校生および大学生等が広くテーマを設定して、大学教授や企業人等の講義を受けたり、ディ
スカッションを行ったりするなどの環境を創出し、将来の三重を支える志を育成するとともに、
学校の枠を越えた三重の若者のネットワークを構築します。

②� 県内大学等との連携をとおして、地域を支える人材の育成を進めます。

③ 中学生が郷土三重についての学習を深め、英語で積極的に発信できる力を育みます。

④� 子どもたちの郷土を愛する心を育むため、郷土の伝統・文化や先人の偉業等の身近な教育資
源を取り上げた「三重県 心のノート」等の積極的な活用を促進します。

⑤� 身近な外国人との交流をとおして、異なる文化や習慣を理解し、共に生きていくことができ
るよう、多文化共生社会に必要な態度や資質・能力を育みます。

⑥� 伊勢志摩サミットの開催を契機として、子どもたちが郷土三重のすばらしさを再認識すると
ともに、世界の子どもたちに関わる諸問題に関心を持ち、考える機会を創ります。

3�外国語で積極的にコミュニケーションを図る力の育成
① 外国語活動の中核となる小学校教員、中・高等学校の英語教員を対象に、英語運用力・実践
的指導力の向上を図る研修を実施します。

② 小・中・高校生を対象に、「英語キャンプ」等を実施し、実践的に英語を使用できる環境の創
出と異年齢交流による人間的成長を促進します。

4�意欲を持って社会に参画し、未来を切り拓く力の育成
①� 子どもたちが、県内に魅力のある仕事があることへの理解を深め、将来、三重を基盤に社会
で活躍しようとする意欲と態度を身につけることができるよう、就業体験や職業講話、職業人
とのディスカッション等、県内で活躍する人とのふれ合いの機会を創出します。

② 子どもたちが学校での学習と自分の将来との関係に意義を見いだし、学習意欲を高めるとと
もに、今学んでいることを将来の生活や職業生活で活用することができるよう、キャリア教育
の充実を図ります。

③ 社会への参画と貢献に対する意欲・態度の育成を図るため、
地域と連携した取組、体験活動等を通じて、シチズンシップの
涵養に努めます。中でも、主権者としての自覚と責任および政
治的教養を育む教育については、各教科、総合的な学習の時間、
特別活動等において、模擬投票、模擬議会、模擬裁判、討論といっ
た体験的な活動を通じて推進します。

重点取組 グローカル人材の育成

模擬投票をする高校生
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2�多様な教育課題への対応
①� 全ての教職員が特別支援教育に関する一定の知識・技能を習得し、適切な指導・支援が行え
るよう、特別支援学校のセンター的機能として、教育相談や研修会を実施するとともに、各学
校に配置されている特別支援教育コーディネーターの専門性の向上を図ります。

②� 教職員が子どもたちの行動や言葉のわずかな変化等の兆候を察知し、適切に対応することが
できるよう、教育相談に関する専門的内容を学ぶ研修会や、教育相談に携わる教職員のネット
ワークを広める研修会を実施します。

③� 教職員がメディアリテラシー、ユニバーサルデザインのまちづくり、性的マイノリティの人
権等の新たな課題に適切に対応し、確かな人権意識と指導力を持って教育を進められるよう、
研修や情報提供を行います。

④� 道徳教育に関する学校内の指導体制の確立・強化を推進するとともに、優れた実践の情報提供・
共有、校内研修の充実へ向けての適切な指導・助言等により、教員の授業力の向上を図ります。

⑤� 小学校における英語教育の早期化、教科化を見据え、英語教育に携わる教員の各学校段階に
応じた英語運用力・実践的指導力の向上を図る研修を行います。

3�組織運営体制の強化による教育活動の質の向上
①� 学校自らがよりよい学校づくりを進めていくために、校長をはじめとする全ての教職員が「学
校マネジメントシステム」について理解を深め、対話と気づきによる継続的な改善活動を進め
ます。

②� 多様化・複雑化している教育課題に組織的に対応するため、主幹教諭 49 が学校組織体制の確
立に向け取組を推進できるよう研修を実施するとともに、改善活動を先導する中核的な人材を
育成します。さらに、異職種の合同研修や、地域と学校の連携協力を充実させることを目的と
した管理職と地域の方との合同研修を実施し、「チーム学校」としての組織力の向上を図ります。

③� 学校だけでは解決が困難な問題に対し、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー
等の専門家チームを編成して学校を支援します。また、学校の事例検討会等に臨床心理相談専
門員を派遣し、子どもの心の理解を深めることをとおして、学校を支援します。

④� 職場定着サポーターや部活動の指導者等の専門的な知識や技能を有する外部人材を各学校の
教育目標に沿って積極的に活用します。

重点取組 教職員の資質向上

49 主幹教諭：98 ページ参照。
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